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今回はDNAプローブ法という遺伝子レベ

ルで菌の種類を調べる新しい検査法につ

いてご紹介します。

遺伝子は核酸（DNA、RNA）からできてい

ます。その核酸は、アデニン(A)、グアニン

(G)、チミン(T)（RNAではウラシル(U))および

シトシン(C)という4種類の塩基が直鎖状に

結合して形成されており、この各塩基の並

ぶ順序で遺伝情報が決定されます。した

がって塩基の並んでいる順序を調べること

で種等を特定することができます。また、

核酸を構成する塩基は特定の塩基と結合

する性質が有り、AはT（RNAではU）と、G

はCとのみ結合します。

DNAプローブ法はこの各塩基が特定の

塩基とのみ結合する性質を応用した方法

です。この方法を応用してサルモネラを調

べる場合はまず、サルモネラや他の菌の

遺伝子塩基配列を詳細に調べ、サルモネ

ラにしかない領域を２ヶ所以上探し出しま

す。この作業は大変時間と労力が費やさ

れます。２ヶ所の領域を特定した後、それ

らの領域に対応する塩基配列の核酸（相

補鎖核酸）を合成し、1つはマイクロタイ

ターウェルの底に貼付け（固定DNA）、別

の1つは標識を付けます（標識DNA（プロー

ブ））。そしてこのマイクロタイターウェル中

で細菌から取り出した遺伝子（リボゾーム

RNA）と標識DNA、固定DNAを反応させま

す。この時、サルモネラから取り出した遺

伝子が存在すれば3つの核酸が結合しま

す((((図図図図1)1)1)1)が、サルモネラ以外の細菌の

Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｄ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ー
ブ

プ
ロ
ー
ブ

プ
ロ
ー
ブ

プ
ロ
ー
ブ
法法法法

株
式
会
社

株
式
会
社

株
式
会
社

株
式
会
社

科
学
飼
料
研
究
所

科
学
飼
料
研
究
所

科
学
飼
料
研
究
所

科
学
飼
料
研
究
所

営
業
部

営
業
部

営
業
部

営
業
部

営
業
課

営
業
課

営
業
課

営
業
課

永
瀬
祐
己

永
瀬
祐
己

永
瀬
祐
己

永
瀬
祐
己

遺伝子では結合できません。3つの核酸が

結合した場合、ウエルを洗浄しても標識部

分が洗い流されずウェル内に残るため、発

色液をウェルに加えると発色し、サルモネ

ラ陽性と判断できます。（（（（図図図図2)2)2)2)

このDNAプローブ法を応用し、迅速なサ

ルモネラの検査を可能にした検査キットが

「核さんテスト サルモネラ」です。「核さんテ

スト サルモネラ」は増菌培養後約3時間で

判定できるので迅速です。また、サルモネ

ラ遺伝子を最後は発色を確認するだけ判

定できるので、精度の高い検査が簡単に

できます。さらに、生きた菌も最初の段階

で殺してしまうため、安全に検査できます。

そのうえ「核さんテスト サルモネラ」で陽性

と判断した検体のみを分離・同定すること

により、検査の効率が向上します。

食品の自主検査には、新しい原理を応用

した簡易迅速検査法を採用することで、検

査の効率と精度を向上させることができま

す。

図図図図１１１１ ハイブリダイゼーションハイブリダイゼーションハイブリダイゼーションハイブリダイゼーション原理図原理図原理図原理図

リボゾームRNA ：

相 補 鎖核 酸 ：

A U U G U A U C U G A G C U

C A T A G A C 図図図図2222 DNADNADNADNAプローブプローブプローブプローブ法法法法のののの原理原理原理原理


